
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■10 月 5 日（金）12：00 ～12：45、16：40～17：40 

開催場所：大会議室（自然科学研究科管理・共通棟２階） 
※参加者のうち、自然科学研究科及び理・工・農学部生には「海外英語研修（農学部は 

 海外語学研修）」の単位（４単位）が付与されます（学部・研究科の最終学年の方を除く）。 

※奨学金の受給条件は説明会時に詳細をお知らせします。 

企画 新潟大学 自然科学研究科 学務係 
  ☎025-262-6109/7387  

研修手続き  国際教育交換協議会（CIEE）日本代表部 

旅行手配 （株）カウンシル・トラベル 観光庁長官登録旅行業第 1210号 日本旅行業協会（JATA）正会員 

 東京都渋谷区神宮前 5-53-67 コスモス青山   

 

滞在期間： 平成 31 年 2 月 14 日（木）～3 月 14 日（木）29 日間 

研 修 校： イリノイ大学 アーバナ・シャンペーン校（アメリカ/イリノイ州） 

対象学生： 主として自然科学研究科院生、理・工・農学部生 
 ※その他学部・研究科の学生も、応募人数により参加可能です。詳細はお問い合わせ下さい。 

募集人数： 20 名（最少催行人数 10 名） 

参加費用： 約 50 万円 研修費、滞在費、往復航空券、燃油特別付加運賃、空港税類、ビザ代込 

 ※要件を満たす方には 8 万円の奨学金が支給されます。 

 説明会日時/場所 

The University of Illinois at Urbana-Champaign（UIUC） 

イリノイ大学アーバン・シャンペーン校  
海外英語研修の魅力 

➢ 世界有数の研究機関!!  
世界最初の発光ダイオード (LED) が生まれた場所 

学内には、米国立スーパーコンピュータ応用研究所 (NCSA) 

➢ 現地研究室のラボ見学の実施 
昨年度実施されたラボ見学では実際に米国有数の研究施設を

視察しました。※実施予定は変更される場合があります。 

➢ 国際学会等での発表スキルの向上 
新潟大生用特別プログラムでは、アカデミックな内容に関する

ライティングやプレゼンテーションの技法を学べます。 



 

 

 

 

 

   

長期留学/交換留学に行く前の「海外留学入門編」！ 

「本当は長期留学に興味があるのだけれど、いきなり長期はちょっ

と心配。」という方にオススメの大学主催のプログラムです。「将

来はグローバルに活躍したい」「まだ英語に自信が持てない」「海

外は初めて」という方にも安心して参加していただけます。 

イリノイ大学のキャンパスで受ける英語の授業では、まるで自分

が正規のイリノイ大学生になったかのような体験ができます。自

分たちの隣のクラスでは大学の正規の授業が行われており、現地学

生に交じってクラス毎にキャンパス内の教室移動があり、滞在先

も現地学生と同じ寮です。大学生の早い段階での短期留学の経験

は、自信になり、長期留学や大学院進学にも繋がる、まさに「海

外留学入門編」です。 

 

  

英語をアウトプットすることで、英語を話す自信を養える！ 

新潟大学生のための特別プログラムです。世界有数の研究機

関であるイリノイ大学アーバナ・シャンペーン校にてアカデ

ミックな内容に加え、アメリカ文化のコミュニケーションに

ついても学ぶことができます。特に Speaking、Debate、

Discussion の機会が多く、プログラムの最終課題は英語に 

よるアカデミックなプレゼンテーションが予定されていま

す。積極的に参加することが求められる授業スタイルのため、 

今まで受験英語でインプットしてきた英語を今度はアウト

プットし、英語を使うことに自信が持てるようになります。 

   

 

個人手配の語学留学では体験できない企画！ 
授業以外での英語の活用の場として、アクティビティに参加す

るだけでなく、イリノイ大学の現地学生と会話を楽しむことが

できる「カンバセーション・パートナー・プログラム」や、日

本語に興味がある現地学生と出会える

「Japanese Conversation Table」に参加することができます。

現地の学生との交流・会話を通して、英会話の上達だけではなく、

アメリカの文化や知識をどんどん吸収し、自分の視野や友達の輪

をどんどん広げるよいチャンスです。 

おすすめポイント 1 

おすすめポイント 2 

おすすめポイント 3 

詳細につきましては、募集説明会にて！ 

グローバルに活躍したい方向けの海外留学入門プログラム 

イリノイ大学 英語研修の特徴 


